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現在

グループワークでの主な意見（みどりの視点別）

A：川・水辺・崖線など

• 国分寺崖線・成城みつ池は世田谷本来の自然。将来に残したい

• 等々力渓谷は土壌改良でみどりの質が高まった

• 多摩川河川敷・野川・仙川は子どもが自然体験できる大切な場

所

• 次大夫堀公園の水路、大蔵三丁目公園の湧水・せせらぎ

• 暗渠を表面に出して水辺を活用。川に池を（防災・気温対策）

• 崖線斜面地の土砂くずれ防止に自然工法の取組みを

• 水路や河川には、ふさわしいみどりがまだ少ない

• 気候変動をふまえ、残す緑地の方向性を見直しては

C：農地・屋敷林・社寺林など、地域に受け継がれてきたみどり

• 烏山寺町・豪徳寺・喜多見氷川神社・世田谷観音など社寺の

みどり

• 崖線の古墳群や若林公園・城山公園の地形に歴史を感じる

• 経堂五丁目・深沢八丁目の特別保護区は年2回の公開が楽しみ

• 桜丘農業公園・区立農業公園で年間を通して作物が楽しめる

• 農地が減少（宅地化・相続税）。農地を残してほしい

• 農地保全と小学校の連携、みどりの環境教育に活かす

• 屋敷林・社寺林・公園の樹木など暮らしに根ざした風景を守る

• ボサボサの手入れしていないみどりがあってもいい（樹林地の

保全）

E：人とみどりとの関わり・協働

• 落ち葉掃きや花壇づくりのボランティアが楽しい。仲間が増え

た

• 松沢小学校ビオトープ、下北沢園芸部、すみればの取組みを広

げたい

• 落ち葉をゴミにせず堆肥化し、地域で循環させる仕組みを

• 伐採材の活用など、樹木のリサイクルをもっと進めたい

• 若い世代・無関心層への届け方（区報以外でのPR）

• みどり率・緑視率・緑被率を丁目別に毎年発表してほしい

• みどりが気温を下げることをもっとPRすべき

• 管理の考え方のズレ（学校とのせめぎあい、剪定・除草）

B：住宅や身近な暮らしの中

• 私有地のみどりが失われやすい（屋敷林の維持・保護が足りな

い）

• 新築は駐車場と家だけ。庭のないミニ戸建てが増えている

• 相続税で、まとまったみどり・農地・樹林地が消えていく

• 高齢化や負担感で庭の手入れが難しい。そもそも庭がない

• どんな木をどう植えたらよいか分からない、教えてほしい

• 住宅の塀をコンクリートでつくるのをやめ、気温を下げる

• 雨庭・屋上緑化・駐車場周辺の緑化をやってみたい

• 補助金の更なる強化で、少しでもみどりの場所を確保したい

D：駅周辺・商店街・道路など、市街地のみどり

• 三軒茶屋・世田谷駅前など商店街や住宅が多くみどりが少な

い

• 世田谷通りの街路樹を大きく育てたい。バス停が暑い

• 街路樹の強剪定・道路への越境。街路樹が少なくなっている

• 環八・環七の暑い風。駅前広場は緑地より平均気温が2度高い

• 雑草が気になる（ボランティア活動を）

• 植え込みの下のトゲの木や除草シートをやめ、何か植えたい

• ユリノキ通り・北沢川緑道・目黒川緑道の並木と水辺が自慢

• みどりを都市のインフラに（みどりの軸の形成）

令和９（2027）年
３月

グループワークでいただいたご意見をAIテキストマイニング※

で分析した結果、緑を中心に「公園」や「雨庭」等の身近なみどり
の話題が広がる他、暑熱緩和や維持管理の重要性、みどりを「増
やす」「植える」創出と「守る」保全など、多様な意見が交わされた
ことが分かりました。

みんなの意見をAIで分析

※テキストマイニングとは、文章データを単語に分解し、出現頻度や単語同
士の結びつきを分析する手法のこと。本分析では単語の頻出度に応じた大
きさで図示。

みどりの基本計画づくり 

ワークショップNEWS 

区では、令和９(2027)年度末に予定し
ている「みどりの基本計画」の改定に向
けた検討を進めています。

検討にあたっては、全３回のワーク
ショップで世田谷のみどりを守り育てる
ためにできることを意見交換します。

開催概要
日 時 ｜ 令和８(2026)年8月8日（土）

10:00～12:30
場 所 ｜ せたがやイーグレットホール

集会室A
参加者 ｜ 26名

■当日の流れ 世田谷のみどりの現況等について、区の説明後、グループワークで身近なみ
どりについて話し合いました。

付箋に意見を書き出す

付箋に魅力や課題を記入

大判地図に旗を立てて共有

場所と意見を結び付けて共有

整理シート上でテーマ別に分類 話し合った内容を全体へ発表

意見をテーマごとに分類 班ごとに発表

お問い合わせ ｜ 世田谷区みどり３３推進担当部 みどり政策課
電話：０３－６４３２－７９０５ FAX：０３－６４３２－７９８９

１ 区の説明

改定の主旨や、世田谷のみどりの現況、これまでの取組み、みどりの役割などについて、
区から説明しました。

Vol.1

令和８(2026)年９月
発行：世田谷区みどり政策課

第1回ワークショップを開催しました！

改定のスケジュール

２ グループワーク・発表

２１

３ ４

D：駅周辺・商店街・道路など、市街地のみどり



もやもや

気になる・改善したい
みどり

その他

アイデア・疑問・気づき

烏山寺町
歴史を感じる寺
町のみどり

北烏山七丁目
公園
スズカケノキ

蘆花恒春園
人も動物も楽し
める。花の丘の
管理に感謝

松沢病院
いろいろな生き
ものが残る

松沢小学校
ビオトープ
年々集まる仲間
が増えてきた

羽根木公園
吹く風が涼しい。
子育ての思い出
ともつながる

プレーパーク
羽根木・北烏
山・世田谷

下北沢園芸部
たくさんの人が
楽しんでいる

北沢川緑道
みどりと水の自
然再生

目黒川緑道
風が通り気温を
下げる

経堂五丁目特別
保護区
年2回の公開が
楽しみ桜丘すみれば自

然庭園
四季折々を楽し
める自然緑地

桜丘宇山緑地
野原の公園に
なった調整池

豪徳寺
サクラなど木々
がきれい

松陰神社
梅や秋の紅葉、
夏の風鈴

若林公園・城山
公園
世田谷の歴史を
感じる地形

実相院
境内のみどりが
年間を通じて楽
しめる

三宿の森
落ち葉掃きをス
タートしました

世田谷公園
お気に入りのみ
どり

世田谷観音
大木が多く樹種
も豊富鶴ヶ久保公園

水とみどりがあ
り地形も変化に
富む

駒沢オリンピッ
ク公園

成城みつ池緑地
本来の世田谷の
自然、お手本。
将来に残したい

成城三丁目緑地
富士の見える丘

喜多見氷川神社
参道が素晴らし
い

喜多見ふれあい
広場

次大夫堀公園
みどりと水路・
花壇。区民参加
がすごい

大蔵の団地の横
の林
通るとすごくす
ずしい

区立総合運動場
内の森
木陰が多く常に
清涼感

砧公園
みどり＋美術館
がすばらしい。
サクラがきれい

静嘉堂文庫
散歩が気持ちい
い。子どもの自
然遊びにも

瀬田四丁目旧小
坂緑地
崖線の樹林地

多摩川河川敷
子どもも大人も
自由に過ごせる

ユリノキ通りの
街路樹

桜新町二丁目市
民緑地
ウレシパモシリ。
整備されすぎず
みどりが楽しめ
る

深沢八丁目特別
保護区
年2回楽しめる

玉川野毛町公園

等々力渓谷
土壌改良で質が
高まった。保存
会で活動

崖線の古墳群の
みどり
歴史を感じる昔
ながらの風景

桜丘農業公園
年間を通して作
物を植付け

区立農業公園
たい肥置場。落
ち葉を活かした
い

国分寺崖線
若い時代の面影
を残す風景資産

大蔵三丁目公園
湧水、せせらぎ

北烏山周辺
農地・みどりが
減少している

松沢小学校
ビオトープ
学校とのせめぎ
あい。剪定・除
草の考え方の違
い

赤松公園
公園管理。原っ
ぱ公園にしたい

松陰神社～駅裏
の公園
商店街や住居が
多く緑が少ない

世田谷駅からの
眺め
街路脇を緑で埋
めたい

馬事公苑
暑い、日陰がな
い

成城みつ池緑地
整備しすぎのよ
うな

野川
オオシマザクラ
の倒木

砧公園
倒木があり木に
元気がない

二子玉川公園
木陰のない大広
場

等々力観音
桜などが枯死し
てしまった

環八・環七
暑い風が吹く

世田谷区役所新
庁舎
みどり率が低い
（34％） 世田谷通り・松

陰神社
街路樹を大きく。
バス停が暑い

上用賀公園の拡
張部
避難場所やシェ
ルターの整備を

大蔵運動公園の
水辺
良いが改善が必
要

駒沢パーク
クォーター
新しいスポット。
発展が楽しみ

たい肥置き場が
もっとふえて落
ち葉を利用
→木をジャマだ
と思わなくなる

地域にあった増
やし方を考えよ
う

伐採材を使って
落ち葉だめつく
れたらいいな

若い人の参加の
ために区報以外
での宣伝を頑
張った方がいい
かも

住んでいても、
コミュニティに
属していないと
関心も持てない
し情報も入って
こない

みどりに心を配
りみどりを好む
人を育てること
が大事

いいね

好き・心地よい・残したい
みどり

みどりが温度
（気温）を下げ
ることをPRすべ
き

G R O U P  W O R K  M A P

みんなで見つけた

世田谷のみどり
グループワークで集まった意見をまとめました

付箋の種類

グループワークでは、大切にしたい

みどりや気になるみどり、今後のみど

りづくりに期待することなどについて、

多くの意見をいただきました。

身近な公園や緑道、農地、国分寺崖

線の樹林など世田谷らしいみどりの魅

力に関する意見のほか、みどりの減少

への懸念、暑熱緩和や維持管理の重要

性、生物多様性の保全など、さまざま

な視点を地図上に整理しています。

背景地図出典：国土地理院の「電子国土基本図（地図情報）」


